
スタートアップ・オープンフィールド戦略
について

令和6年３月１１日

令和５年度の取組（振り返り）
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〇スタートアップ共創推進事業は、令和５年度より開始。主な取組として、課題調査（情報収
集）、テーマ設計・プロジェクト共創体験に関するワークショップ、機運醸成イベント、戦略の策
定を実施。
〇三重県、愛知県及び名古屋市のイベントへの参加や、「なごのキャンパス」・丸紅中部支社の
オープンイノベーション拠点「agora」での勤務など、草の根的な営業活動も展開。
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イベント「くわなスタートアップサミット『開国～KAIKOKU～』」
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〇取組の認知促進、桑名とスタートアップのマッチング（ファーストコンタクト）を目的として、
機運醸成イベント「くわなスタートアップサミット『開国～KAIKOKU～』」を六華苑で開催。
〇戦略（β版）の発表、STATION Ai㈱佐橋社長・Pestalozzi Technology㈱井上社長・市長

によるトークセッション、スタートアップ５社・市内事業者１社によるピッチ、交流会を実施。

くわなスタートアップ・オープンフィールド戦略①
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〇スタートアップに対する国や各自治体の動向、本市の地理的な強みなどを踏まえ、目指す
べき方向性などを明確にし、スタートアップとの共創を戦略的に進めるため、「くわなスター
トアップ・オープンフィールド戦略」を策定。
〇現時点でβ版を発表済。最終版は令和５年度内に市HPなどで発表予定。



くわなスタートアップ・オープンフィールド戦略②
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〇ミッションとして、「新たな価値創造による桑名のWell-Beingの実現」を掲げ、市役所、市
内事業者、地域団体等が一体となって、革新的なアイデア・技術を持つスタートアップととも
に新たな価値の創出に取り組むこととしている。

くわなスタートアップ・オープンフィールド戦略③
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〇また、ビジョンとして、桑名をフィールドとした課題の解決や新たなチャレンジを通じて、ス
タートアップとの共創を生み出し続けることを理念とした「くわなスタートアップ・オープン
フィールド」の構築を掲げている。



くわなスタートアップ・オープンフィールド戦略④
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〇「くわなスタートアップオープンフィールド」においては、市役所がハブ機能を担い、桑名
（市役所・市内事業者・地域団体・市民等）とスタートアップとのマッチングを実施。桑名とス
タートアップが一緒になって、課題の解決や新たなチャレンジに取り組む。
〇本戦略においては、「革新的なアイデアや技術を用いて、新たな価値創造に挑戦している
企業及びその創業者、並びにその候補となりうる者」を求めるスタートアップ像としている。

くわなスタートアップ・オープンフィールド戦略⑤
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〇スタートアップには、事業の成長に向けて活用できる課題や実証フィールドを提供。
〇桑名には、課題解決や新たなチャレンジのための革新的なアイデア・技術をご提供いただ
く。



次年度以降の取組について
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〇次年度以降は、「くわなスタートアップ・オープンフィールド」の構築（仕組み化）と運用に向
けた取組を実施予定。
〇令和６年度は、開始・終了の期限を設けて数件程度のトライアルを行う実証プログラムなど
を実施予定。合わせて機運醸成イベントなどを実施し、取組の更なる認知促進も図る。


